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　光インターコネクション技術が，車載光伝送と映像光伝
送へ展開されている状況について紹介する。車載光伝送技
術は自動車内の通信機器の多様化に対応するため，一方で
映像光伝送技術は業務用途を中心とするサイネージ市場の
拡大に伴い導入が進んでいる。本章では，前者については
車載光伝送規格の現状を中心に，後者については商品展開
例と従来技術に対する優位性を紹介する。

1. 車載光伝送

　近年，カーエレクトロニクス技術の進歩に伴う通信機器
の多様化により，自動車内のシステム回路数，情報量は増
加の一途を辿っている。これらは，自動車の中で使われる
通信の目的により，情報系ネットワーク，ボディー系ネッ
トワーク，走行系ネットワーク，電源マネージメントの 4
分類に大別できる。これらのネットワークはゲートウェイ
を介して相互に連携されている。
　これらのネットワークはそれぞれの目的に応じた品質，
要求性能を満たした伝送システム／速度が使われている。
走行系ネットワークにおいては信頼性の高いものが求めら

れ，現状主に CAN (Controller Area Network)が使用されて
おり，さらに高速な FlexRay（最大 10 Mbps）も使われ始め
ている。ボディー系ネットワークにおいてはシステムコス
トの低減，拡張性が求められCANや LIN (Local Interconnect 
Network)（1 Mbps以下）などの伝送システムが使われてい
る。情報系ネットワークにおいては，マルチメディアの多
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図 1.　車両システム（系別ネットワーク）

図 2.　各規格と伝送速度


